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緒言
近年の X線ならびにコンピュータ技術の進射 こより､放射線阿僚診断の傾城の発展が図られ､
)三次元 (Tコンピュータ断層梶彫睦 (以下 CTの開脚 ま､多くの診療の現場において実態像が
祝兜化されたことから拾蛎の両においても耐糊的な発展をもたらした｡また､歯科用のコー
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評価の一般化に拍車をかけているO
-方､顎朗価 の成長･ならびに形態の計測評価を行う鯛正歯科飯城においては､披傾がない方
法での横森､成長の評価が望まれている.そのため我々は秘剛 ;なく生体-の安全性にすぐ
れている磁気共鳴槻倣a
)Cンビーム CT(以下､C Tの潜及が､郁了31 Dl三歯科俄城での 3
RM(= I)から敬顔面･q組紺 奴を三次元的に柵築する手技を称立し､そFr
31
D
3Iの精度について CCTと比椴検討を行い､硬組織抑I郎こおいて CCTには劣るものの､セフア
ロメ トリック (セファロ)な基狙点の描出は可能であったとの結締を得た.Wl･正歯科臨床の
成長や拾蛎の評価に関しては､3セプアロ分析に関する報告は散見されるが､いまだ体系的
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な方汝は桃立されておらず､二次元 (1セプアロ分析が主流であるO
そこで木研究では M から得た 3) ri円1顎頗Fl･儲 両組織像を柵築後､投彫することで 2側面セ
ファロを作成し､その糊度について同曲省の従来型側面セフアロと比臓検討を行ったDまた
特に成長糊の患者に対しても､MlIより得られた硬組織像を) て顎骨の成長評仰の臨床導i 恥､
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Ⅰより投影されたセファロの正確さを評価するために従来のOIJ面迎セフアロと比椴
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日本人混合歯列期必着3名 (男性 1名､女性 2名､平均 8歳 7カ月)より得られた M セフ
ァロと岡崎期の従来型セプアロを用い､初診時 )tsage-A( および 18か月後 )tsage-B( のデ
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研究 1 
班)1 RI投影画像のセフアロメトリック基準点の同定
硬組織愉郭強調法によるM セプアロ画像では､多くの点が明瞭に描出されたが､いくつか
の点が同定困難であることが示されたDまた硬組織輪郭強調法で闇値を変化さたが､この闇
値で明瞭であった点が不鮮明になることが確認されたOそこで軟組織強調画像法を導入する
ことにより､両画像の基準点を一つの画像上に集約することですべての基準点の同定が可能
となった｡ 
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)軟組推強調画像作成時の開催の違いによる基準点判別の変化
軟組織強調セファロ画像の闇値をわずかに変えることで､基準点の判別成蹄は変化すること
が確認できたO開催を微調整することにより､各基準点において最適任が存在する可能性が
認められたO従って､患者の年齢や性別､振彫時の条件により､この開催を微調整すること
で､より明瞭に基準点を同定することができた0 
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他の 28項長日ま有意差を認めなかった｡本結果は､これまでセファロの精度の研究で報告さ
れている結論と大きな違いは兄いだせず､臨床的に影響は少ないと判断されたd
研究 2
RIセフアロによる成長評価 
tsageA Bセフアロならびに従来型セフアロでの から 間の成長変化を評価するた-
R､Mめに､従来型セフアロ セフアロのトレー スおよび重ね合わせを比較検討した｡ 
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Iより硬軟両組織の輪郭強調画像にて作成した二次元的セプアロ画像に関して､今回計測
した､成人症例での 22項目の角度計測および 10項目の線計測について､従来型の側面セフ
RM
IRアロと同程度の精度を有していたOすなわちM セフアロの臨床応用の可能性が示唆された｡
結論
IR
IR複数の闇値を用いた輪郭強調法でのM 三次元硬組織像の構築により全ての基準点を抽出し
た側方セファロ投影像を作成することが可能であり､その精度も従来のセフアロ写其の同程
度の精度であった｡また､成長期の評価においても十分な糖度を有していた｡以上の結果よ
り､顔面骨形態の評価および顔面領域のM データの有用性が示され､矯正歯科における臨
R床活用に関して新たな可能性が示されたO顔面の成長発育を全体的に評価できるM は､安
全性を含め､臨床上有用な検査方法であることが示されたO
論文審査結果の要旨
歯列のみならず顎骨や顔面の成長や形態の治療を行う矯正歯科分野においては､顎骨や軟組織
きる磁気共鳴撮影法 (MRI)に着目し､MRIから硬組織画像を輸出し､硬組織の三次元的画像の作
成を確立し､顎顔面骨格の三次元評価の可能性について検討してきた｡しかし硬組織の診断を主
眼としたcTに比較してMR工より得られる三次元像では骨表面での基準点の描出が困難であったO
そこで本研究では､MRIデータより構築した硬組織の立体像を透視投影した側面セ77ロを作成
し､その精度について検討し二次元的硬組織評価法としてのhRの可能性について検討を行った｡tI
材料および方浜 
1) MRI投影画像のセフアロメトリック基準点の同定
日本人成人6名より得られたMRIデータおよび同時期に糠影された側方セ77ロを研究に用いたo 
MRIからの硬組織三次元像は以前の報告に従い画像ソフトウェアを使用し､硬組織輪郭強調法に
より作成し､本画像を側方投影して得られたセフアロ画像 (硬組織輪郭強調セ77ロ)を作成し
たoLかし本画像では顎骨の前方ならびに後方部の基準点の描出が困難であったことから､これ
ら基準点を明瞭に輸出するため､濃度帯を変化させて軟組織側から硬組織の表面を抽出する方法 
(軟組織輪郭強調法)を開発し､この方法にてセ77ロ (軟組織輪郭強調セ77ロ)を作成したO
これら2つのセ77ロを一つの画像とし､全ての基準点を描出したセ77ロをhRセ77ロとしtI
て､側方セフアロと比較することで､その精度を検討した｡なお､基準点の同定は矯正医師 3名
が行い､線ならびに角度計測は自動計測ソフトウェアを用い､それぞれの借について統計学的検
討を行った｡ 
2)	成長評価としてのMRIセ 77ロの有用性
浪合歯列期日本人3名の初診時 Asae 8 (-tg)におけるhRセ 77ロと(-tg)および1か月後 asae tI
側面セ77ロを用いて成長変化量を比較し､その精度について上記研究方法に従い検討を行っ
た｡
結果 
1)MRIセプアロでの計測値の精度を検討したDその結果､線計測30項目中2項目､角度計測では 
66項目中4項目に有意差が認められたが､その差はいずれも臨床上の許容範囲内であった0 
2)成長に伴 う線計測ならびに角度計測の変化量については線計測項30項目中2項目､角度計測
では66項日中4項目に有意差が認められたが､その差はいずれも臨床上の許容範囲内であった0
本研究結果からMRIセ77ロの寸法精度は従来のセ77ロと同程度の精度を有しており､臨床応
用が可能と判断された.
本研究は､軟組織の性状的検査診断法であるMR工の硬組織形態の評価方法としての新たな性格を
示したものであり､今後の額顔面領域での臨床応用が期待できるものである｡以上の点から､審
査担当者は一致して本申請論文に博士 (歯学)の学位論文としての価値を認める｡
